
（別紙３）

～ 令和8年7月3日

（対象者数） 15 （回答者数） 4

～ 令和8年7月28日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの発達や個々のニーズをより的確に把握し、個別支援
のさらなる充実を図ります。また、関係機関との連携強化や
職員研修・情報共有を継続し、支援の質の向上と安心して利

用できる環境づくりに取り組みます。

2

保護者や関係機関との連携をさらに深め、家庭・学校・事業
所が共通理解のもとで支援できる体制づくりを進めます。ま
た、ご家庭のニーズに寄り添った柔軟な支援を継続し、より
安心して利用できるサービス提供に努めます。

3

子ども一人ひとりの気持ちや特性をより深く理解し、安心し
て自分らしく過ごせる環境づくりを継続していきます。ま
た、日々の関わりの中で小さな変化や成⾧を見逃さず、職員
間で情報共有を行いながら、より適切な支援につなげていき
ます。子どもの意思や主体性を尊重し、信頼関係をさらに深
めることで、自己肯定感や社会性の向上につながる支援の充
実を図ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員間の情報共有をより充実させるため、定期的なミーティ
ングや記録の活用を徹底し、支援方針の統一を図ります。ま
た、研修や事例検討を継続して実施し、職員の専門性向上に
努めるとともに、子どものニーズに応じた活動内容や地域交
流の充実に取り組みます。

2

3

当事業所の強みは、一人ひとりの特性や発達段階に応じたきめ
細やかな個別支援を行うとともに、保護者や学校、関係機関と
連携しながら、子どもの成⾧と社会性の向上を支援している点
です。また、安心・安全な環境づくりと職員の資質向上に継続
して取り組み、子どもと家族に寄り添った支援を提供していま

す。

利用者一人ひとりの特性やその日の体調・気持ちに合わせて柔
軟に支援内容を調整し、「できた」という成功体験を積み重ね
られるよう心掛けています。また、保護者や学校、関係機関と
日頃から密に情報共有を行い、一貫した支援につなげていま

す。職員間では支援前後の打ち合わせやケース検討を通して支
援方法を共有し、安心・安全な環境づくりと支援の質の向上に

努めています。

保護者との情報共有や相談を丁寧に行い、家庭と連携した支援
を行い、働かれているご家庭のご要望で延⾧支援や送迎時間の

指定などもご相談受けることが出来る
学校や相談支援専門員、関係機関との連携を図り、切れ目のな

い支援を実施している。

保護者との信頼関係を大切にし、日々の情報共有や相談
しやすい環境づくりを心掛けています。また、ご家庭の
状況に応じて延⾧支援や送迎時間などにも柔軟に対応

し、学校や相談支援専門員、関係機関と連携を図りなが
ら、一貫した支援を実施しています。

子どもが安心して過ごせる居場所づくりを大切にし、信頼関係
を築きながら支援を行っている。

子どもの気持ちに寄り添い、一人ひとりの個性やペースを尊重
した関わりを心掛けています。安心して過ごせる環境づくりと
信頼関係の構築を大切にし、自己肯定感や意欲を育む支援に努

めています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

当事業所の弱みとして、日々の支援や送迎業務の中で職員間の
情報共有や振り返りの時間確保が難しい場合があります。今後
は、効率的な情報共有の仕組みづくりや職員間の連携強化を図

り、より質の高い支援につなげていきます。

利用児童の多様なニーズに対応するため、個別支援の充実や職
員間の共通理解が必要となっています。また、業務時間内での
情報共有や研修時間の確保が難しいこともあり、効率的な連携
体制づくりや職員の専門性向上が今後の課題となっています。

令和8年　7月24　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年7月29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ブロッサムジュニア　小倉南教室（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和8年6月24日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


